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コ
ラ
ム

世界自然遺産 白神山地「青池」（青森県深
ふか

浦
うら

町
まち

）

白神山地は、人の手がほとんど入っていな
い原生的なブナ林が東アジア最大級の規
模で分布し、多様な植物群落が見られるこ
となどが評価され、1993年世界自然遺産
に登録される。十二湖の森は、世界自然遺
産白神山地の麓にあり、神秘の色を湛え
る青池や沸壺の池をはじめとする三十三の
湖沼群、豊かなブナ原生林に囲まれている。

写真キャプション

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
に
向
け
て
、
不

要
不
急
の
外
出
自
粛
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
在
宅
勤
務
に
よ
る
業
務
を
行
う
た
め
に
導
入
さ

れ
て
い
る
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

Z
o
o
m
や
W
e
b
e
x
な
ど
、
様
々
な
ソ
フ
ト
や
ア

プ
リ
の
導
入
に
よ
り
、
事
業
所
で
は
自
宅
に
居
な
が

ら
打
合
せ
が
で
き
る
環
境
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

私
の
勤
務
す
る
大
学
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

始
ま
っ
た
。
学
生
は
自
宅
か
ら
P
C
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
用
い
て
講
義
や
ゼ
ミ
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

れ
が
続
か
な
い
。
対
面
授
業
で
あ
れ
ば
、
ど
う
に
か

90
分
間
の
講
義
を
聴
く
こ
と
は
で
き
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
集
中
力
は
20
分
が
限
界
の
よ
う
で
あ
る
。

リ
ア
ル
な
会
議
や
講
義
で
あ
れ
ば
、
参
加
者
は
現

場
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
、
一
瞬
に
し
て
全
体
情
報

を
把
握
で
き
る
。
そ
の
場
所
で
資
料
や
板
書
を
見
な

が
ら
、
話
を
順
序
だ
て
て
聞
い
て
い
く
こ
と
は
そ
れ

ほ
ど
苦
痛
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
場
合
、
１
つ
の
モ
ニ

タ
ー
画
面
に
、
話
者
、
参
加
者
、
資
料
等
の
情
報
が

張
り
付
け
ら
れ
、
配
置
さ
れ
る
。
参
加
者
の
顔
を
一

度
に
見
渡
し
な
が
ら
場
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と
も
な

く
、
資
料
一
式
に
目
を
通
し
な
が
ら
議
論
の
全
体
像

を
確
認
す
る
こ
と
も
難
し
い
。画
面
に
見
え
る
の
は
、

切
り
取
ら
れ
た
映
像
や
情
報
の
一
片
で
あ
り
、
そ
の

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
が
積
み
重
な
り
な
が
ら
、
一

秒
一
秒
の
時
が
刻
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
受
け

取
り
続
け
な
が
ら
、
連
続
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
再
構

成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
話
を
聞
い
て
い
る
参
加

者
は
、
疲
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
分
断
さ
れ
た
画
面
を
繋
ぎ
、
ス
ト
ー
リ
ー
を

作
る
の
は
、
様
々
な
形
の
対
話
の
よ
う
だ
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
画
面
は
、
主
に
３
つ
の
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
る
。
主
画
面
に
は
参
加
者
の
映
像
や
、

共
有
資
料
等
が
映
し
出
さ
れ
、
そ
の
横
に
参
加
者
リ

ス
ト
画
面
、
チ
ャ
ッ
ト
画
面
が
並
ぶ
。

こ
の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
が
面
白
い
。
主
画
面
で
誰
か

が
話
を
し
て
い
る
横
で
、議
事
メ
モ
を
記
入
し
た
り
、

気
に
な
っ
た
こ
と
を
つ
ぶ
や
い
た
り
で
き
る
。
い
わ

ば
会
議
が
中
央
で
進
行
す
る
す
ぐ
横
で
、
も
う
ひ
と

つ
の
や
り
取
り
、
つ
ぶ
や
き
が
文
字
情
報
と
し
て
記

録
さ
れ
、
時
系
列
で
蓄
積
さ
れ
、
話
者
の
横
で
流
さ

れ
て
い
く
。
進
行
役
の
発
話
に
対
し
、
参
加
者
全
員

が
一
斉
に
チ
ャ
ッ
ト
で
回
答
し
、
議
論
を
重
ね
る
こ

と
も
あ
る
。
語
り
あ
い
、
チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
込
み

あ
っ
た
会
議
や
講
義
は
盛
り
上
が
り
、
話
が
進
む
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
は
、
遠
隔
地
に
居
る
人
も
参
加

で
き
る
と
い
う
強
み
も
持
つ
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ

の
新
し
い
会
議
シ
ス
テ
ム
が
自
治
体
に
導
入
さ
れ
る

と
き
、
政
策
形
成
過
程
で
の
会
議
や
議
論
の
形
は
、

空
間
を
超
え
た
、
双
方
向
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
も
の

へ
と
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
新
た
な
議
論

の
場
は
、
自
治
の
形
を
フ
ラ
ッ
ト
な
対
話
型
へ
と
導

い
て
い
く
こ
と
に
貢
献
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

　
波な

み

子こ

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
可
能
性

歳
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実
質
収
支
は

実
質
収
支
は
１１
兆兆
９９
、、８
２
８

８
２
８
億
円
億
円

の
黒
字

の
黒
字

平
成
30
年
度
の
地
方
財
政
の
概
況
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。 

歳
入
は
１
０
１
兆
３
、４
５
３
億
円
で
、

国
庫
支
出
金
、
貸
付
金
元
利
収
入
、
地
方

交
付
税
が
減
少
し
た
も
の
の
、
地
方
税
、

地
方
譲
与
税
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
２
２
０
億
円
増
加
（
０
・

０
％
増
）
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
日

本
大
震
災
分
は
２
兆
３
、６
９
０
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
４
、
３
９
１
億
円
減

少
（
15
・
６
％
減
）
し
、
東
日
本
大
震
災

分
を
除
い
た
通
常
収
支
分
は
98
兆
９
、
７

６
３
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
４
、

６
１
１
億
円
増
加
（
０
・
５
％
増
）
し
て

い
る
。

歳
出
は
98
兆
２
０
６
億
円
で
、
補
助
費

等
、
公
債
費
、
積
立
金
が
減
少
し
た
も
の

の
、
普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
事
業

費
、
物
件
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
２
２
２
億
円
増
加（
０
・
０
％

増
）
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
東
日
本
大

震
災
分
は
２
兆
８
６
５
億
円
で
、
前
年
度

と
比
べ
る
と
４
、
０
５
３
億
円
減
少

（
16
・
３
％
減
）
し
、
通
常
収
支
分
は
95

兆
９
、
３
４
１
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
４
、
２
７
６
億
円
増
加
（
０
・
４
％

増
）
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
平
成

30
年
度
に
お
い
て
は
、
通
常
収
支
分
の
決

算
規
模
の
増
加
が
、
東
日
本
大
震
災
分
の

決
算
規
模
の
減
少
を
上
回
っ
た
た
め
、
全

体
の
決
算
規
模
は
増
加
し
て
い
る
。

普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き
借
入
金
残
高

は
、
１
９
３
兆
６
、
１
４
６
億
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
２
兆
２
３
５
億
円
減
少

（
１
・
０
％
減
）
し
て
い
る
。
内
訳
は
、

企
業
債
現
在
高
（
普
通
会
計
負
担
分
）
の

減
少
（
９
、
８
９
５
億
円
減
）、
地
方
債

現
在
高
の
減
少
（
６
、
３
３
９
億
円
減
）、

交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
借

入
金
残
高
の
減
少
（
４
、０
０
０
億
円
減
）

で
あ
る
。

地
方
財
政
の
状
況

地
方
財
政
の
状
況

歳
出
純
計
額
を
最
終
支
出
の
主
体
に
着

目
し
て
国
と
地
方
と
に
分
け
て
み
る
と
、

国
が
71
兆
９
、
４
８
８
億
円
（
全
体
の

42
・
５
％
）、
地
方
が
97
兆
２
、
７
２
９

億
円
（
同
57
・
５
％
）
で
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
、
国
が
１
・
４
％
増
（
前
年
度
０
・

１
％
減
）、
地
方
が
０
・
０
％
増
（
同
０
・

１
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
政
府
及
び
中
央
政
府
が
国
内
総
生

産
に
占
め
る
割
合
は
、
地
方
政
府
が
10
・

９
％
（
前
年
度
10
・
８
％
）、
中
央
政
府

が
４
・
１
％
（
同
４
・
１
％
）
と
な
っ
て

お
り
、
地
方
政
府
の
構
成
比
は
中
央
政
府

の
約
２
・
７
倍
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
１
０
１
兆
３
、
４
５
３
億
円
（
前

年
度
１
０
１
兆
３
、
２
３
３
億
円
）、
歳

出
98
兆
２
０
６
億
円
（
同
97
兆
９
、
９
８

４
億
円
）
で
、
歳
入
、
歳
出
い
ず
れ
も
増

加
。
対
前
年
度
比
は
、
歳
入
０
・
０
％
増

（
前
年
度
０
・
１
％
減
）、
歳
出
０
・
０
％

増
（
同
０
・
１
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
通
常
収
支
分
は
歳
入
98
兆
９
、

７
６
３
億
円
（
前
年
度
98
兆
５
、
１
５
２

億
円
）、
歳
出
95
兆
９
、
３
４
１
億
円
（
同

95
兆
５
、
０
６
６
億
円
）
で
、
東
日
本
大

震
災
分
は
歳
入
２
兆
３
、６
９
０
億
円（
同

２
兆
８
、
０
８
１
億
円
）、
歳
出
２
兆
８

６
５
億
円
（
同
２
兆
４
、
９
１
８
億
円
）

と
な
っ
て
い
る
（
図
１
参
照
）。

実
質
収
支
は
１
兆
９
、
８
２
８
億
円
の

黒
字（
前
年
度
２
兆
３
７
９
億
円
の
黒
字
）

で
、
昭
和
31
年
度
以
降
黒
字
。
実
質
収
支

が
赤
字
で
あ
る
団
体
は
、市
町
村
１
団
体
、

一
部
事
務
組
合
１
団
体
と
な
っ
た
。

単
年
度
収
支
を
団
体
区
分
別
に
み
る

と
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
53
億
円
の
黒

字
（
前
年
度
２
７
０
億
円
の
黒
字
）、
市

　
平
成
30
年
度
の
地
方
財
政
を
分
析
し
た
「
令
和
2
年
版
地
方
財
政
白
書
」
が

公
表
さ
れ
た
。
平
成
30
年
度
の
地
方
財
政
に
つ
い
て
、
地
方
財
政
状
況
調
査
等

に
基
づ
き
、
決
算
収
支
、
歳
入
、
歳
出
等
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年

度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
等
及
び
公
共
施
設
の
状
況
等
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
の
地
方
財
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て

と
り
ま
と
め
て
い
る
。

歳
入
は
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
の

歳
入
は
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
の

増
加
等
で
微
増

増
加
等
で
微
増

令
和
令
和
22
年
版
「
地
方
財
政
白
書
」

年
版
「
地
方
財
政
白
書
」
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町
村
に
お
い
て
は
６
０
３
億
円
の
赤
字

（
同
５
１
２
億
円
の
黒
字
）
と
な
っ
て
い

る
。
実
質
単
年
度
収
支
は
３
５
０
億
円
の

黒
字
（
前
年
度
９
０
８
億
円
の
赤
字
）
と

な
っ
て
い
る
。 

財
政
構
造
の
弾
力
性

財
政
構
造
の
弾
力
性

財
政
構
造
の
弾
力
性
の
度
合
い
を
判
断

す
る
指
標
の
一
つ
が
、経
常
収
支
比
率
で
、

経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
（
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
等
の
よ
う
に
毎
年
度
経
常

的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充
当
さ
れ
た
一

般
財
源
）
の
、
経
常
一
般
財
源
（
一
般
財

源
総
額
の
う
ち
地
方
税
、
普
通
交
付
税
等

の
よ
う
に
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る

一
般
財
源
）、
減
収
補
塡
債
特
例
分
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
額
に
対
す
る
割

合
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
は
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
０
・
５
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
93
・

０
％
と
な
っ
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
の
標
準
財
政
規
模
（
普
通
交
付
税
の

算
定
に
お
い
て
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
た
公
債
費
等
を
除
く
）
に
対
す
る
、

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及

び
公
営
企
業
債
の
償
還
に
対
す
る
繰
出
金

等
の
元
利
償
還
金
に
準
ず
る
も
の
（
充
当

さ
れ
た
特
定
財
源
及
び
普
通
交
付
税
の
算

定
に
お
い
て
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ

れ
た
公
債
費
等
を
除
く
）の
割
合
で
あ
り
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
財
政
の
早
期
健

全
化
等
の
必
要
性
を
判
断
す
る
健
全
化
判

断
比
率
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
平
成
30
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率

（
加
重
平
均
に
よ
り
、
市
町
村
分
は
一
部

事
務
組
合
等
を
除
く
）
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
８
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。

地
方
公
営
企
業
の
状
況

地
方
公
営
企
業
の
状
況

平
成
30
年
度
末
に
お
い
て
、
地
方
公
営

企
業
を
経
営
し
て
い
る
団
体
数
は
１
、
７

８
４
団
体
（
企
業
団
・
一
部
事
務
組
合
等

の
み
で
地
方
公
営
企
業
を
経
営
し
て
い
る

３
団
体
及
び
特
別
区
を
含
む
）
で
あ
り
、

そ
の
内
訳
は
47
都
道
府
県
、
20
政
令
指
定

都
市
、１
、７
１
７
市
区
町
村（
政
令
指
定

都
市
を
除
く
）と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の

団
体
が
経
営
し
て
い
る
地
方
公
営
企
業
の

事
業
数
は
８
、
３
０
８
事
業
で
、
前
年
度

末
と
比
べ
る
と
90
事
業
減
少
し
て
い
る
。

決
算
規
模
は
16
兆
９
、７
９
６
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
２
９
７
億
円
減
少

（
０
・
２
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。 

全
体
の
経
営
状
況
は
、
４
年
連
続
で
黒

字
と
な
っ
て
い
る
が
、
個
々
の
事
業
を
み

る
と
、
依
然
と
し
て
１
割
以
上
の
事
業
で

赤
字
が
生
じ
て
い
る
（
図
２
参
照
）。

東
日
本
大
震
災
の
影
響

東
日
本
大
震
災
の
影
響

特
定
被
災
県
９
県
の
歳
入
総
額
は
９
兆

図
２　

地
方
公
営
企
業
全
体
の
経
営
状
況

（単位：事業、億円）

区　　　分 平成30年度（a） 平成29年度（b） 差引（a－b）
黒字事業数 （88.1％）7,265 （88.8％）7,402 ▲ 137
黒字額 14,425 10,877 3,548
赤字事業数 （11.9％）　982 （11.2％）　938 44
赤字額 1,826 1,849 ▲ 23
総事業数 8,247 8,340 ▲ 93
収　支 12,600 9,028 3,572

（注）	 １　事業数は、決算対象事業数（建設中のものを除く。）であり、年度末事業数とは必ずしも一致しない。
	 ２　	黒字額、赤字額は、法適用企業にあっては純損益、法非適用企業にあっては実質収支であり、他会計繰入金等を含む。
	 ３　（　）は、総事業数（建設中のものを除く。）に対する割合。

図
１　

地
方
財
政
の
状
況
決
算
規
模
の
状
況

区　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 増減率

歳入総額 101兆3,453億円 101兆3,233億円 220億円 0.0％

通常収支分 98兆9,763億円 98兆5,152億円 4,611億円 0.5％

東日本大震災分 2兆3,690億円 2兆8,081億円 ▲4,391億円 ▲15.6％

歳出総額 98兆206億円 97兆9,984億円 222億円 0.0％

通常収支分 95兆9,341億円 95兆5,066億円 4,276億円 0.4％

東日本大震災分 2兆865億円 2兆4,918億円 ▲4,053億円 ▲16.3％
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５
、
６
７
７
億
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
る

と
４
・
３
％
減
（
全
国
で
は
１
・
０
％
減
）

と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
総
額
の
内
訳
を
前

年
度
と
比
べ
る
と
、
地
方
税
が
０
・
５
％

増
（
全
国
で
は
０
・
４
％
増
）、
地
方
交

付
税
が
２
・
０
％
減
（
同
１
・
１
％
減
）、

国
庫
支
出
金
が
10
・
４
％
減
（
同
６
・
０
％

減
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
総
額
は
９
兆
２
、１
４
８
億
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
る
と
３
・
９
％
減
（
全
国

で
は
１
・
０
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
目

的
別
の
各
費
目
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

総
務
費
が
９
・
４
％
増
（
全
国
で
は
２
・

３
％
減
）、
民
生
費
が
除
染
関
連
基
金
へ

の
積
立
金
の
減
少
等
に
よ
り
11
・
８
％
減

（
同
３
・
５
％
減
）、
災
害
復
旧
費
が
19
・

７
％
減
（
同
14
・
７
％
増
）
等
と
な
っ
て

い
る
。
性
質
別
の
各
費
目
を
前
年
度
と
比

べ
る
と
、
普
通
建
設
事
業
費
が
３
・
９
％

減
（
全
国
で
は
９
・
１
％
増
）、
災
害
復

旧
事
業
費
が
19
・
７
％
減
（
同
14
・
７
％

増
）、積
立
金
が
14
・
７
％
減
（
同
23
・
５
％

減
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

健
全
化
判
断
比
率
等
の
状
況

健
全
化
判
断
比
率
等
の
状
況

実
質
赤
字
額
が
あ
る
団
体
は
市
区
町
村

で
１
団
体
（
29
年
度
決
算
：
３
団
体
）。

実
質
赤
字
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

の
団
体
は
な
か
っ
た
（
29
年
度
も
同

じ
）。 

連
結
実
質
赤
字
額
が
あ
る
団
体
は
な
い

（
29
年
度
決
算
：
１
団
体
）。 

実
質
公
債
費
比
率
が
財
政
再
生
基
準
以

上
の
団
体
は
１
団
体
（
北
海
道
夕
張
市
、

29
年
度
決
算
も
同
じ
）。
都
道
府
県
の
平

均
値
は
10
・
９
％
、
市
区
町
村
は
６
・
１
％

で
あ
る
。

将
来
負
担
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
以

上
の
団
体
は
１
団
体
（
北
海
道
夕
張
市
、

29
年
度
決
算
も
同
じ
）。
都
道
府
県
の
平

均
値
は
１
７
３
・
６
％
、
市
区
町
村
は

28
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

資
金
不
足
比
率
の
状
況
を
み
る
と
、
７

公
営
企
業
会
計
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上

（
29
年
度
決
算
：
11
会
計
）。
資
金
不
足
が

あ
る
公
営
企
業
会
計
は
86
会
計
（
29
年
度

決
算
：
84
会
計
）
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の

地
方
財
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の

対
応
対
応

●
社
会
保
障
の
充
実
と
人
づ
く
り
革
命

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
、
社
会

保
障
の
充
実
・
安
定
化
に
向
け
、
安
定
財

源
確
保
と
財
政
健
全
化
の
同
時
達
成
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
の
「
社
会
保
障
の
充
実
」

に
お
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
分

野
に
０
・
70
兆
円
程
度
（
国
：
０
・
32
兆

円
程
度
、
地
方
：
０
・
38
兆
円
程
度
）、

医
療
・
介
護
分
野
に
１
・
45
兆
円
程
度

（
国
：
０
・
95
兆
円
程
度
、
地
方
：
０
・

50
兆
円
程
度
）、
年
金
分
野
に
０
・
56
兆

円
程
度
（
国
：
０
・
56
兆
円
程
度
、
地
方

０
・
00
兆
円
程
度
）
の
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
国
・
地
方
合
計
で
２
・

71
兆
円
程
度
（
国
：
１
・
83
兆
円
程
度
、

地
方
：
０
・
88
兆
円
程
度
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
人
づ
く
り
革
命
」
で
は
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
、
待
機
児
童
の
解
消
・
保

育
士
の
処
遇
改
善
、高
等
教
育
の
無
償
化
、

介
護
人
材
の
処
遇
改
善
等
の
施
策
を
推
進

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
施
策
を
推
進
す
る

た
め
の
安
定
財
源
と
し
て
、
消
費
税
率

８
％
か
ら
10
％
へ
の
引
上
げ
に
よ
る
増
収

分
の
一
部
を
活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

令
和
２
年
度
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
施
策

に
係
る
所
要
額
に
つ
い
て
は
、
国
・
地
方

合
計
で
１
・
59
兆
円
程
度
（
国
：
０
・
92

兆
円
程
度
、
地
方
：
０
・
67
兆
円
程
度
）

と
な
っ
て
い
る
。

●
地
域
社
会
の
再
生
と
地
方
創
生
の
推
進

令
和
２
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
、
地
方
法
人
課
税
の
新
た
な
偏
在
是
正

措
置
に
よ
り
生
じ
る
財
源
を
活
用
し
、
地

域
社
会
の
維
持
・
再
生
に
向
け
た
幅
広
い

施
策
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主

的
・
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
経
費
と

し
て
、新
た
に
「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
」

（
４
、
２
０
０
億
円
）
を
計
上
し
た
。

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
新
技
術
を
医
療
、
教

育
、
地
域
交
通
等
の
分
野
に
活
用
し
、

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
の
実
現
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
光

フ
ァ
イ
バ
の
整
備
・
高
度
化
や
先
端
的
な

情
報
通
信
技
術
の
導
入
経
費
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
地
方
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保

地
方
公
共
団
体
が
単
独
事
業
と
し
て
緊

急
に
河
川
、
ダ
ム
、
砂
防
、
治
山
の
浚
渫

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
「
緊
急
浚

渫
推
進
事
業
費
」
を
令
和
２
年
度
の
地
方

財
政
計
画
に
９
０
０
億
円
計
上
し
た
。

令
和
元
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
創
設

さ
れ
た
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、
森

林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
額
を
前
倒
し
で
増

額
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
整
備
等
を
一

層
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3119号

フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

甲
良
町
の
概
要

甲
良
町
は
、
琵
琶
湖
の
東
部･

湖
東
平
野

に
位
置
し
、
東
西
に
5
・
32
㎞
、
南
北
に

5
・
15
㎞
、
面
積
は
13
・
63
㎢
と
滋
賀
県
内

で
は
2
番
目
に
狭
小
な
町
で
す
。

町
の
北
に
は
、
鈴
鹿
山
脈
か
ら
琵
琶
湖
に

注
ぐ
一
級
河
川
「
犬い
ぬ

上か
み

川
」
が
流
れ
、
甲
良

町
は
こ
の
犬
上
川
左
岸
の
扇
状
地
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
甲
良
を
含
む
一
体
に
は
約
４
５

０
０
年
前
か
ら
人
々
が
住
み
、
遣
隋
使
・
遣

唐
使
と
し
て
海
を
渡
り
、
当
時
の
最
先
端
情

報
を
持
ち
帰
っ
た
犬い
ぬ
か
み
の
み
た
す
き

上
御
田
鍬
等
が
こ
の
地

の
出
身
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
甲
良
」
の
名
は
１
４
０
０
年
前
の
奈
良

時
代
の
記
録
に
も
あ
り
、
平
安
時
代
中
期
の

辞
書
「
和
名
類
聚
集
」
の
中
で
は
万
葉
仮
名

で
「
加か

派は

羅ら

」
と
読
む
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

等
、
古
く
か
ら
続
く
町
で
す
。
こ
の
名
は
、

こ
の
地
が
犬
上
川
沿
い
に
位
置
す
る
こ
と
が

由
来
で
あ
り
、
以
降
の
文
書
等
で
は
し
ば
し

ば「
河
原
」「
川
原
」と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
犬
上
川
の
水
を
用
い
る
た
め
、
甲
良

で
は
奈
良
時
代
に
は
灌
漑
水
路
を
掘
る
等
、

早
く
か
ら
稲
作
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
米
ど

こ
ろ
近
江
の
中
に
あ
っ
て
甲
良
米
は
評
判
が

▲

町
内
に
あ
る
湖
東
三
山 

西
明
寺
（
国
宝
三
重
塔
）

▲鈴鹿の山並み

現地レポート 町村独自のまちづくり

滋賀県

甲良町

5　2020年（令和 2年） 5月18日

甲
良
町
の
歴
史
と
地
域
資
源
を

甲
良
町
の
歴
史
と
地
域
資
源
を

活
か
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り

活
か
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り

甲こ
う

良ら

町ち
ょ
う

滋
賀
県
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フォーラム

よ
く
、
江
戸
期
に
は
「
当
国
第
一
ノ
上
品
ナ

リ
（
彦
根
藩
地
誌
『
近
江
木こ

間ま

攫ざ
ら
え

』）」
と
評

価
さ
れ
る
ほ
ど
の
穀
倉
地
域
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
米
づ
く
り
の
歴
史
の
中
で
は
、
洪
水

と
旱か
ん

魃ば
つ

の
繰
り
返
し
と
い
う
歴
史
を
永
く
経

験
し
、
激
し
い
水
争
い
も
度
々
起
こ
っ
て
い

ま
す
。我
が
国
初
の
灌
漑
用
ダ
ム
で
あ
る「
犬

上
ダ
ム
」
が
犬
上
川
上
流
に
築
造
さ
れ
た
の

も
、
水
を
め
ぐ
る
先
人
た
ち
の
苦
悩
の
歴
史

に
よ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
水
利
が
整
え
ら
れ
、

私
た
ち
の
町
は
、
評
判
の
高
い
甲
良
米
の
産

地
と
し
て
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
を
代
表
す
る
歴
史
特
性
の
一

つ
は
、
こ
う
し
た
「
水
と
農
業
」
の
歴
史
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
を
基
軸
と
し
た 

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
と

と
も
に
、
農
業
経
営
も
合
理
化
が
進
み
、
農

業
基
盤
整
備
が
全
国
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
甲
良
町
に
お
い
て
も
農
業
用

水
地
下
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
案
が
示
さ
れ
る

と
、
長
年
に
わ
た
り
水
を
大
切
に
し
て
き
た

住
民
の
間
に
農
村
ら
し
い
景
観
や
生
活
環
境

が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
と
い
う
危
機
感
が
生

ま
れ
、
地
域
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

の
気
運
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、各
集
落
（
自
治
会
）
に
対
し
て
、

具
体
的
な
取
組
内
容
を
各
集
落
が
独
自
で
決

定
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
景
観
整
備
に
関

す
る
補
助
金
制
度
を
提
示
し
た
こ
と
で
、
住

民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
主
体
的
な
参
加
意
識

が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
意
識
の
な
か
、
地
下
を
流
れ

る
農
業
用
水
を
地
上
に
噴
き
出
す「
分
水
工
」

に
利
用
し
た
親
水
公
園
が
町
内
各
所
に
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
集
落
内
に
石

積
み
、
植
栽
、
花
飾
り
を
施
し
、
鯉
を
泳
が

す
等
し
た
親
水
性
水
路
を
整
備
し
、
圃
場
整

備
地
区
内
の
樹
林
を
保
全
す
る
等
、「
せ
せ

ら
ぎ
遊
園
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
農
村
景

観
を
守
る
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
過
程
で
、
住

民
と
行
政
、
そ
れ
に
専
門
家
が
加
わ
っ
た
3

者
の
間
で
繰
り
返
し
議
論
が
実
施
さ
れ
た
の

も
、
私
た
ち
の
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴
と

い
え
ま
す
。

こ
の
流
れ
の
中
で
平
成
15
年
に
は
当
時
ま

だ
全
国
的
に
も
珍
し
い
住
民
参
画
を
謳
っ
た

「
甲
良
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

各
集
落
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
む
ら
づ
く
り
委

員
会
（
郷
づ
く
り
委
員
会
）」
が
設
置
さ
れ
、

個
性
あ
る
各
集
落
の
地
域
づ
く
り
が
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
全
町
的
な
、
ま
た
集
落
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
組
織
が
現
在
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

時
代
を
動
か
し
た
三
大
偉
人

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
私
た
ち
の
町

は
京
の
都
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
の

政
治･

経
済
活
動
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
、

ま
た
影
響
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
甲
良
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
多
く
の
歴
史
上
の
人
物
の
中

で
も
次
の
３
人
の
偉
人
を「
甲
良
三
大
偉
人
」

と
し
て
町
を
挙
げ
て
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

●
「
バ
サ
ラ
大
名
」
佐さ

さ々

木き

道ど
う

誉よ

甲
良
町
を
含
む
近
江
の
国
は
、
鎌
倉
時
代

に
は
近
江
源
氏
と
も
言
わ
れ
る
佐
々
木
氏
の

所
領
で
あ
り
、
足
利
尊
氏
に
仕
え
室
町
幕
府

の
創
立
に
参
与
し
た
「
佐
々
木
高
氏
（
京
極

道
誉
）」
公
は
、
甲
良
町
内
の
勝
楽
寺
に
居

を
構
え
、
こ
こ
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
ま

す
。
道
誉
公
は
、
古
い
形
式
に
よ
る
権
威
に

反
発
し
派
手
な
振
る
舞
い
や
華
美
な
装
い
を

好
む
当
時
の
美
意
識
に
な
ぞ
ら
え
「
バ
サ
ラ

大
名
」
の
異
名
を
持
ち
、
連
歌
や
和
歌
に
長

じ
、
茶
道
や
猿
楽
（
の
ち
の
能
楽
・
狂
言
）、

ま
た
香
道
に
親
し
む
等
当
代
一
流
の
教
養
人

で
あ
り
、
一
方
で
室
町
幕
府
の
要
職
に
就
き

そ
の
礎
を
築
く
等
、
実
務
に
も
そ
の
力
を
発

揮
す
る
文
武
両
道
に
長
け
た
人
物
で
、
そ
の

事
績
は
現
代
に
も
伝
わ
り
ま
す
。

な
お
、
道
誉
公
の
孫
が
現
在
の
甲
良
町
尼

子
地
区
に
住
み
「
尼
子
氏
」
を
称
し
、
さ
ら

に
そ
の
子
が
出
雲
国
に
赴
き
、
戦
国
大
名
で▲佐々木道誉公肖像

▲町内を流れる親水性水路（下之郷地区）

▲春の甲良町
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も
あ
る
雲
州
尼
子
氏
の
祖
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
「
築
城
の
名
手
」
藤と
う

堂ど
う

高た
か

虎と
ら

現
在
の
甲
良
町
在
士
地
区
は
古
く
は
藤
堂

村
と
言
い
、
戦
国
大
名
で
伊
賀
・
伊
勢
の
大

大
名
と
な
っ
た
「
藤
堂
高
虎
」
公
は
こ
の
村

の
出
身
で
し
た
。

約
１
９
０
㎝
の
大
男
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
、
大
小
数
え
切
れ
な
い
程
の
戦
に
従
事
し

た
猛
将
で
あ
る
一
方
、
数
々
の
城
や
寺
社
の

設
計
に
あ
た
る
「
縄
張
り
」
に
力
を
発
揮
し
、

熊
本
城
を
造
っ
た
加
藤
清
正
と
並
ぶ
築
城
の

名
手
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
虎
公
は
、
京
都

二
条
城
、
上
野
寛
永
寺
、
南
禅
寺
三
門
、
伊

賀
上
野
城
、
日
光
東
照
宮
造
営
等
数
多
に
関

わ
り
、
そ
の
名
建
築
が
現
代
に
ま
で
残
っ
て

い
ま
す
。
特
に
堀
の
配
置
や
石
垣
を
高
く
積

む
技
法
に
長
け
て
い
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
陰

に
は
同
郷
の
大
工
集
団
「
甲
良
大
工
」、
同

じ
近
江
出
身
の
石
工
集
団「
穴あ
の
う太

衆
」が
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
君
を
何
回
も
変
え
た
こ
と
か
ら
不
忠
の

人
物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
高
虎

公
で
す
が
、
徳
川
家
の
信
頼
が
篤
く
、
交
通

の
要
衝
で
あ
る
伊
賀
・
伊
勢
を
任
さ
れ
た
ほ

か
、
家
康
臨
終
の
際
に
は
外
様
大
名
で
唯
一

枕
元
に
は
べ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
等
、
こ
れ

と
見
込
ん
だ
主
君
に
は
そ
の
全
身
全
霊
を
か

け
て
仕
え
た
「
忠
義
の
人
物
」
で
し
た
。

ま
た
、
芸
事
に
も
理
解
が
深
く
、
高
虎
公

と
伊
達
政
宗
が
能
楽
主
催
の
双
璧
で
あ
っ
た

と
の
記
録
も
あ
り
、
能
楽
「
喜
多
流
」
を
後

見
す
る
等
の
文
化
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
甲

良
町
で
は
こ
れ
に
ち
な
み
、
高
虎
公
を
主
人

公
と
し
て
全
国
初
の
新
作
能
「
高
虎
」
を
制

作
し
、昨
年
初
演
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

● 「
日
光
東
照
宮
造
営
の
大
棟
梁
」 

甲こ
う
ら
ぶ
ん
ご
の
か
み
む
ね
ひ
ろ

良
豊
後
守
宗
廣

「
甲
良
豊
後
守
宗
廣
」
公
は
現
在
の
甲
良

町
法
養
寺
地
区
に
生
ま
れ
、
後
に
徳
川
家
か

ら
重
用
さ
れ
た
匠

た
く
み

頭が
し
らで
す
。
甲
良
家
は
京
で

活
躍
す
る
建
仁
寺
流
の
工
匠
で
あ
り
、
祖
父

は
安
土
城
の
築
城
に
も
関
わ
る
等
、
近
江
を

代
表
す
る
大
工
集
団
棟
梁
の
家
系
で
し
た
。

宗
廣
公
は
甲
良
大
工
の
棟
梁
と
し
て
、
江

戸
初
期
を
代
表
す
る
建
築
物
を
数
多
く
手
掛

け
て
い
ま
す
。主
な
も
の
と
し
て
、江
戸
城
天

守
閣
の
建
築
や
鶴
岡
八
幡
宮
、
上
野
寛
永
寺

五
重
塔
等
の
造
営
に
関
わ
り
、
特
に
“
日
光

見
ず
し
て
結
構
と
い
う
な
か
れ
”
と
の
格
言

も
残
す
日
光
東
照
宮
は
宗
廣
公
の
指
揮
し
た

寛
永
の
大
造
替
の
姿
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
宗
廣
公
は
江
戸
幕

府
の
建
築
関
係
の
技
術
頭
で
あ
る
「
作
事
方

大
棟
梁
」
と
な
り
、
以
来
甲
良
家
の
家
職
と

な
っ
て
明
治
に
至
る
ま
で
様
々
な
事
業
を
執

り
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
甲
良
三
大
偉
人
を
輩
出
し
た
よ
う

に
、
深
い
歴
史
と
と
も
に
地
域
の
文
化
を
育

ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る「
豊
か
な
歴
史
文
化
」

が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
町

の
大
き
な
特
徴
で
す
。

甲
良
の
歴
史
資
源
、
地
域
資
源
を 

活
用
す
る
３
拠
点

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
町

で
も
同
様
に
人
口
減
少
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
「
せ
せ
ら

ぎ
遊
園
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
第
一
線
で
活
動

し
て
こ
ら
れ
た
方
々
も
、
世
代
交
代
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る

地
域
の
担
い
手
の
減
少
を
見
据
え
、
甲
良
町

で
は
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
「
拠
点
」
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
地
元
団
体
等

と
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生
関
係

補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
、
既
に
あ
っ
た
任

意
団
体
を
法
人
組
織
に
改
組
す
る
な
ど
し
、

「
水
と
農
業
」「
豊
か
な
歴
史
文
化
」
を
活
用

し
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
三
つ
の
施
設

を
整
備
し
ま
し
た
。

● 

藤
堂
高
虎
公
が
シ
ン
ボ
ル
の
観
光
交
流
拠

点
「
和わ

の
家や

」（
甲
良
町
在
士
地
区
）

「
藤
堂
高
虎
ふ
る
さ
と
館　

和
の
家
」
は
、

地
区
内
の
古
民
家
を
改
装
し
、
地
域
住
民
組

織「
一
般
社
団
法
人　

藤
堂
高
虎
公
顕
彰
会
」

▲高虎公園に建つ藤堂高虎像（在士地区）

▲和の家外観

▲甲良豊後守宗廣銅像
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に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
武
将
と

し
て
活
躍
し
、
津
藩
32
万
石
の
大
大
名
と

な
っ
た
藤
堂
高
虎
公
の
資
料
展
示
の
ほ
か
、

飲
食
や
「
お
く
ど
さ
ん
」
体
験
等
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
グ
ッ
ズ
販
売
等
、
観
光

や
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

≪
藤
堂
高
虎
ふ
る
さ
と
館　

和わ

の
家や

≫

住
所
：
〒
５
２
２–

０
２
４
４

　
　
　

�

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
在
士
４
７
４
番
地

TEL
／
FAX
：
０
７
４
９–

２
９–

９
０
３
３

定
休
日
：
火
・
水
曜
日
（
そ
の
他
季
節
休
業

あ
り
）

Ｈ
Ｐ
：http://w

anoya.net

● 
農
業
者
運
営
の
食
の
拠
点
「
野や

幸さ
ち

」 
（
甲
良
町
金
屋
地
区
）

甲
良
町
金
屋
地
区
は
犬
上
川
か
ら
最
上
流

の
灌
漑
用
水
「
一
の
井
」
が
あ
っ
た
地
区
で

あ
り
、
農
業
が
盛
ん
で
す
。「
野
幸
」
は
地

元
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
子
ど
も
の
誕
生
を
祝

う
伝
統
行
事
で
奉
納
さ
れ
る
、
草
花
や
野
菜

等
に
よ
る
造
形
物
（
つ
く
り
も
ん
）
で
あ
る

「
ヤ
ッ
サ
」
の
語
源
と
な
っ
た
言
葉
で
す
。

食
の
拠
点
「
野
幸
」
は
「
農
事
組
合
法
人

フ
ァ
ー
ム
か
な
や
」
が
運
営
し
、
地
元
住
民

が
生
産
し
た
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
四

季
折
々
の
手
作
り
「
田
舎
ラ
ン
チ
」
が
味
わ

え
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
か
、
弁
当
や
加

工
品
の
販
売
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

≪
お
だ
い
ど
こ　

野や

幸さ
ち

≫

住
所
：�

〒
５
２
２–

０
２
５
３　

�

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
正
楽
寺
５
４
３

番
地

TEL
／
FAX
：
０
７
４
９–

２
０–

７
０
７
７　
　

定
休
日
：
月
・
火
曜
日

Ｈ
Ｐ
：

http://w
w
w
.yasachi-kanaya.com

●�

六
次
産
業
拠
点
「
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
」 

（
甲
良
町
長
寺
西
地
区
）

当
地
区
の
伝
統
と
し
て
「
ゆ
ず
」
を
食
す

る
文
化
が
あ
り
、
地
元
住
民
が
自
分
た
ち
で

丘
陵
地
に
ゆ
ず
を
植
え
果
実
を
収
穫
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
果
実

す
べ
て
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
地
元
有
志
が
立
ち
上
が
り
、
ゆ

ず
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
体
に

行
う
六
次
産
業
施
設
「
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
」

が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
ゆ
ず
加
工
品
販

売
、
ゆ
ず
を
利
用
し
た
料
理
や
、
か
き
氷
等

の
提
供
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

≪
ゆ
ず
の
だ
い
ど
こ
≫

住
所
：�

〒
５
２
２–

０
２
６
１�

犬
上
郡
甲
良
町
大
字
長
寺
７
１
４
番

地
３

TEL
／
FAX
：
０
７
４
９–

３
８–

３
１
４
８　
　

営
業
日
：
金
・
土
曜
日
の
み

Ｈ
Ｐ
：http://yuzunodaidoko.net

甲
良
町
と
し
て
は
、
今
後
も
地
域
資
源
を

活
用
し
、地
域
の
活
力
を
高
め
る
た
め
、地
元

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
活
性

化
の
た
め
の
整
備
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

甲
良
町
長　

野
瀬　

喜
久
男

▲おだいどこ野幸店内

▲ゆずのだいどこ（外観）

▲野幸ランチ

▲ゆずのだいどこ（スタッフ）
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情　報

国  

政  

情  

報

◎
農
地
付
き
空
き
家
の
移
住
事
業
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設

－

内
閣
府

　

内
閣
府
は
４
月
２
日
、
改
正
地
域
再
生
法
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
既
存
住
宅
活
用
農
村
地
域
等
移
住

促
進
事
業
」（
農
地
付
き
空
き
家
関
連
）
を
紹
介
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
同
事
業
は
、
移

住
先
で
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
関
心
が
あ
る
移

住
希
望
者
に
「
農
地
付
き
空
き
家
」
の
情
報
を
提

供
す
る
も
の
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
農
地
付
き

空
き
家
取
得
の
た
め
の
農
地
等
の
権
利
取
得
・
既

存
住
宅
取
得
の
特
例
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

一
方
、
総
務
省
は
３
月
31
日
、
災
害
時
の
「
住

ま
い
確
保
」
に
関
す
る
行
政
評
価
結
果
を
発
表
し

た
。
被
災
者
支
援
で
は
、
①
避
難
所
の
外
の
避
難

者
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
②
支
援
制
度
が
理
解
さ

れ
ず
制
度
未
利
用
者
が
い
た
③
住
宅
の
応
急
修
理

が
期
限
内
に
完
了
せ
ず
混
乱

－

な
ど
の
実
態
が
分

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
各
自
治
体
に
避
難
所
外
避

難
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
支
援
制
度
未
利
用
者
へ
の

訪
問
の
早
期
実
施
を
求
め
る
と
と
も
に
、
内
閣
府

に
は
「
１
か
月
以
内
」
と
の
救
助
期
間
の
見
直
し

を
勧
告
し
た
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
は
、
４
月
１

日
か
ら
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
か
ら
の
集
団
移
転

促
進
で
自
治
体
が
整
備
す
る
住
宅
団
地
の
規
模
要

件
を
10
戸
か
ら
５
戸
に
緩
和
し
た
と
発
表
し
た
。

◎
総
括
的
論
点
整
理
と
六
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

－

地
方
制
度
調
査
会

　

第
32
次
地
方
制
度
調
査
会
の
専
門
小
委
員
会
は

４
月
７
日
に
「
総
括
的
な
論
点
整
理
」
を
審
議
、

４
月
23
日
に
は
地
方
六
団
体
か
ら
意
見
聴
取
し

た
。
同
論
点
整
理
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が
深

刻
化
す
る
２
0
４
0
年
頃
を
見
据
え
て
「
広
域
連

携
」「
公
共
私
の
連
携
」「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

等
の
あ
り
方
を
示
し
た
。
各
市
町
村
に
「
地
域
の

未
来
予
測
」
作
成
を
求
め
た
上
で
、
他
自
治
体
と

の
連
携
で
は
多
様
な
連
携
手
法
か
ら
各
市
町
村
が

自
ら
選
択
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
周
辺
市
町
村
の

意
向
も
反
映
で
き
る
よ
う
計
画
段
階
の
合
意
形
成

プ
ロ
セ
ス
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
と
、
都
道
府
県

の
補
完
で
地
方
自
治
法
の
「
連
携
協
約
」
活
用
を

市
町
村
か
ら
要
請
で
き
る
仕
組
み
創
設
を
提
案
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
多
様
な
担
い
手
が
連
携
・
協

働
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
と
、
地
域
担
当

職
員
制
の
導
入
な
ど
地
方
公
務
員
の
地
域
活
動
へ

の
参
画
を
提
案
し
た
。

　

こ
れ
に
対
す
る
地
方
六
団
体
の
意
見
聴
取
で
、

全
国
町
村
会
の
荒
木
泰
臣
会
長
は
、
連
携
施
策
へ

の
関
係
市
町
村
の
「
参
画
担
保
の
仕
組
み
」
創
設

に
つ
い
て
「
広
域
連
携
を
展
開
し
や
す
く
す
る
の

を
防
ぐ
考
え
は
な
い
が
、
広
域
連
携
で
相
手
方
市

町
村
の
参
加
担
保
は
当
然
で
、
わ
ざ
わ
ざ
法
律
で

規
定
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
指
摘
。
要
綱
で
定
め

て
い
る
圏
域
ビ
ジ
ョ
ン
・
連
携
計
画
の
策
定
プ
ロ

セ
ス
の
法
制
化
に
は「
断
固
反
対
す
る
」と
し
た
。

さ
ら
に
「
地
域
の
未
来
予
測
」
に
つ
い
て
人
口
減

少
・
高
齢
化
が
先
行
す
る
町
村
に
更
な
る
行
財
政

改
革
・
広
域
連
携
に
よ
る
効
率
化
・
集
約
化
へ
の

道
具
に
使
わ
れ
る
と
の
懸
念
も
示
し
た
。
ま
た
、

全
国
市
長
会
は
、
①
地
方
の
人
口
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
②
東
京
へ
の
一
極
集
中
を
是
正

－

の
明

示
を
要
請
。
全
国
知
事
会
は
、
①
連
携
進
展
へ
財

政
的
・
技
術
的
支
援
や
連
携
を
阻
害
す
る
規
制
緩

和
②
職
員
の
地
域
貢
献
に
は
兼
業
・
休
暇
制
度
の

環
境
整
備
も
必
要

－

な
ど
を
訴
え
た
。

◎
持
続
的
な
発
展
な
ど
新
た
な
過
疎
対
策
で

提
言

－

総
務
省

　

総
務
省
は
４
月
17
日
、
過
疎
問
題
懇
談
会
の
提

言
を
発
表
し
た
。
来
年
３
月
の
過
疎
法
期
限
切
れ

を
踏
ま
え
、
新
た
な
過
疎
対
策
の
理
念
に
「
人
口

減
少
社
会
を
迎
え
る
中
で
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
形
成
」
を
掲
げ
、
過
疎
対
策
の
対
象
地
域
に
は

①
市
町
村
を
単
位
と
す
る
②
人
口
要
件
と
財
政
力

要
件
を
設
け
る

－

を
挙
げ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な

支
援
策
で
は
①
市
町
村
計
画
の
内
容
の
充
実
・
強

化
②
国
庫
補
助
で
は
地
域
・
住
民
・
学
校
の
連
携

に
よ
る
人
材
の
育
成
、
関
係
人
口
の
創
出
・
育
成

な
ど
を
推
進
③
過
疎
対
策
事
業
債
で
は
市
町
村
計

画
の
目
標
達
成
に
資
す
る
こ
と
を
明
確
化
、
ソ
フ

ト
事
業
は
中
長
期
的
な
地
域
の
資
産
・
財
産
と
す

る
事
業
に
充
当

－

な
ど
を
提
言
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
４
月
14
日
、
２
0
１
9
年
の

推
計
人
口
（
10
月
１
日
現
在
）
を
発
表
し
た
。
総

人
口
は
1
億
2
、6
１
6
万
7
千
人
で
、前
年
よ
り

27
万
6
千
人
（
0
・
22
％
）
減
少
し
た
。
う
ち
15

歳
未
満
は
1
、
５
２
１
万
人
で
同
20
万
4
千
人
減

少
、そ
の
割
合
は
12
・
1
％
と
過
去
最
低
を
更
新
。

一
方
で
65
歳
以
上
は
3
、
５
8
8
万
5
千
人
、
同

30
万
7
千
人
増
加
、
そ
の
割
合
は
28
・
4
％
と
過

去
最
高
に
。
都
道
府
県
別
で
は
、
東
京
な
ど
7
都

県
で
増
加
、
秋
田
な
ど
40
道
府
県
で
減
少
し
た
。

ま
た
、
44
都
道
府
県
で
75
歳
以
上
人
口
が
15
歳
未

満
人
口
の
割
合
を
上
回
り
、下
回
っ
た
の
は
愛
知
、

滋
賀
、
沖
縄
だ
け
だ
っ
た
。

◎
変
更
・
補
正
予
算
案
に
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
な
ど
計
上

－

政
府

　

政
府
は
４
月
20
日
、
２
0
２
0
年
度
補
正
予
算

案
の
変
更
を
閣
議
決
定
し
た
。
７
日
決
定
の
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
収
入
減
世
帯
へ
の
30
万
円

支
給
を
、
全
国
民
に
一
律
10
万
円
給
付
す
る
「
特

別
定
額
給
付
金
」
に
変
更
、
補
正
予
算
総
額
は
変

更
前
よ
り
約
8
・
9
兆
円
増
の
25
兆
6
、9
１
４
億

円
と
な
っ
た
。
新
た
に
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
（
仮
称
）
約
１
兆
円
を
計
上
。
菅
義
偉

官
房
長
官
は
20
日
の
記
者
会
見
で
「（
同
交
付
金

は
）
飲
食
店
な
ど
中
小
企
業
の
支
援
を
含
め
て
使

途
は
自
治
体
の
判
断
だ
」と
述
べ
た
。
こ
の
ほ
か
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
介
護
施
設
等
へ
の
マ
ス
ク
配

布
な
ど
７
9
２
億
円
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
加
速
2
、
２
9
２
億
円
な
ど
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
省
の
補
正
予
算
総
額
は
12
兆
9
、

１
３
７
億
円
で
、
生
活
支
援
臨
時
給
付
金
を
特
別

定
額
給
付
金
に
変
更
し
12
兆
8
、
8
0
３
億
円
を

計
上
。
ま
た
、
消
防
の
救
急
活
動
用
の
車
両
・
資

機
材
整
備
13
億
円
、
高
齢
者
世
帯
等
へ
の
防
災
行

政
無
線
の
戸
別
受
信
機
導
入
8
億
円
、在
宅
学
習
・

在
宅
勤
務
・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
へ
の
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
30
億
円
な
ど
を
計
上
し
た
。

◎
特
別
定
額
給
付
金
の
早
期
支
給
へ
事
前
準

備
な
ど
要
請

－

総
務
省
　

　

総
務
省
は
４
月
20
日
、
２
0
２
0
年
度
の
変
更

補
正
予
算
案
の
閣
議
決
定
を
受
け
て
、
総
務
大
臣

名
で
各
都
道
府
県
知
事
宛
に
「
特
別
定
額
給
付
金

（
仮
称
）
事
業
の
実
施
」
な
ど
を
通
知
し
、
迅
速
な

支
給
を
要
請
し
た
。ま
た
、
４
月
22
日
に
は
総
務
大

臣
メ
ー
ル
を
各
市
町
村
長
あ
て
に
送
付
。国
の
補
正

予
算
の
成
立
等
に
か
か
わ
ら
ず
補
正
予
算
の
早
期

編
成
・
成
立
に
向
け
努
力
を
要
請
。併
せ
て
、事
前
準

備
と
し
て
①
シ
ス
テ
ム
改
修
の
着
手
②
申
請
者
へ

の
返
信
用
封
筒
の
印
刷
③
公
報
の
事
前
準
備
な
ど

も
求
め
た
。ま
た
、事
業
費
・
事
務
費
を
早
期
概
算
交

付
す
る
と
し
、
自
治
体
規
模
別
の
事
務
費
目
安
額

（
５
0
0
～
1
、0
0
0
未
満
世
帯
は
1
、0
0
0
万

～
1
、
１
0
0
万
円
前
後
な
ど
）
も
示
し
た
。

　

高
市
早
苗
総
務
相
は
４
月
20
日
の
記
者
会
見

で
、
給
付
事
務
で
重
要
な
こ
と
は
①
迅
速
に
現
金

が
行
き
渡
る
②
手
続
き
を
非
接
触
型
で
行
う
③
市

町
村
の
事
務
負
担
を
軽
減

－

で
あ
る
と
強
調
。
そ

の
上
で
、
国
会
で
の
補
正
予
算
成
立
が
第
一
で
、

続
い
て
各
市
町
村
議
会
も
臨
時
議
会
を
開
き
補
正

予
算
を
承
認
か
先
決
処
分
の
段
取
り
を
踏
ま
な
い

と
い
け
な
い
が
、「
補
正
予
算
成
立
前
で
も
準
備
は

可
能
。
市
町
村
に
通
知
し
、
今
か
ら
準
備
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
伝
え
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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日　程

　令和2年7月16日(木) ～ 17日(金)
会　場

　�全国市町村国際⽂化研修所�
（JR京都駅より湖⻄線約15分 唐崎駅下⾞徒歩約3分）

講　演

　7/16「国際化の功罪～これからの地域対応を考える」
明治大学　名誉教授　中邨　章　氏

　　　�「外国人材の受入れと地域社会」
総務省自治行政局　参事官兼国際室室長　稲原　浩　氏

　7/17「地域の伝統産業～西陣織」
渡文株式会社　代表取締役社長
前⻄陣織工業組合　理事長　　　渡邉　隆夫　氏

　　　�「国際経済と日本経済の展望」
モルガン・スタンレー MUFG証券株式会社　シニアアドバイザー

ロバート　アラン　フェルドマン　氏
受講料

　6,900円（１⽇のみの受講や宿泊されない場合も同額となります）

定　員

　30名（定員を大幅に超えた場合は、抽選をさせていただきます）

申込期限

　令和 ２年 6月 １日(月)

上記の研修は、公務等のご予定に合わせて参加日程等を選択いただくことができます。
◎�いずれか₁日のみの参加が可能です。
◎JIAM宿泊室での宿泊の有無について選択いただけます。（全日程参加の場合）
　  ※ただし、JIAM宿泊室以外の宿泊のあっせんは対応しておりません。

【お問い合わせ】
（公財）全国市町村研修財団　全国市町村国際⽂化研修所（JIAM）　教務部
〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番１号　電話（077）578-5932　FAX（077）578-5906

e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

全国市町村国際文化研修所（JIAM）では、全国の市区町村長、副市区町村長、市区町村
議会議員及び幹部級職員の皆様を対象に研修・セミナーを開催しております。

　変化する世界情勢をしっかりと⾒極め、的確に捉えたうえで、変化に負けない特⾊ある
“まちづくり” をしていくために、各分野でご活躍の先⽣⽅をお招きし、今後の地域経営
について考えるセミナーを開催いたします。

令和2年度「世界情勢からわがまちの未来をつくる
～トップマネジャーの方のために～」のご案内

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

情　報
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随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3119号

私
が
も
の
心
つ
い
た
時
代
は
、
テ
レ
ビ

が
よ
う
や
く
各
家
々
に
つ
き
は
じ
め
た
頃

で
、
そ
の
頃
の
遊
び
と
し
て
は
、
ビ
ー
玉
、

メ
ン
コ
、
草
野
球
と
い
っ
た
も
の
で
、
清

涼
飲
料
水
の
蓋
を
重
ね
て
ボ
ー
ル
状
に

し
、
真
っ
直
ぐ
の
木
の
枝
を
採
っ
て
き
て

バ
ッ
ト
代
わ
り
に
し
、
地
域
の
小
さ
い
子

ど
も
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
、
日
が
暮
れ

る
ま
で
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
当
時

は
ま
だ
プ
ー
ル
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、

夏
休
み
と
も
な
れ
ば
地
域
ご
と
に
川
の
淵

で
泳
い
だ
り
、
自
宅
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

塩
を
持
っ
て
集
ま
り
、
中
学
生
が
そ
の
辺

の
枯
れ
木
に
火
を
着
け
て
、
獲
っ
た
魚
を

焼
い
た
り
し
て
、
今
で
言
う
「
サ
バ
イ
バ

ル
」
の
よ
う
な
経
験
を
、
連
綿
と
し
て
受

け
継
い
で
き
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
ま
だ
泳
げ
な
い
子
供
は
、
先
輩
の
甘

い
言
葉
を
信
じ
て
川
に
入
り
、
半
分
溺
れ

か
け
の
よ
う
に
さ
れ
な
が
ら
も
泳
ぎ
を
覚

え
る
、
と
い
っ
た
地
域
の
子
供
の
序
列
で

成
長
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
時

代
の
流
れ
と
共
に
徐
々
に
薄
れ
て
き
て
、

私
が
小
学
校
高
学
年
の
時
に
は
プ
ー
ル
が

出
来
る
の
と
同
時
に
、
川
で
の
遊
泳
等
は

禁
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
野
外
で
の
遊
び

も
段
々
と
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

夜
の
楽
し
み
は
プ
ロ
野
球
観
戦
で
し

た
。
長
嶋
、
王
と
い
っ
た
往
年
の
ス
タ
ー

が
、
こ
こ
ぞ
と
い
っ
た
場
面
で
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
放
ち
、
満
面
の
笑
顔
で
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
を
踏
む
姿
は
、
今
で
も
鮮
明
に
脳
裏
に

蘇
っ
て
き
ま
す
。
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い

シ
ー
ン
は
、
同
点
或
い
は
負
け
て
い
る
試

合
で
の
最
終
回
な
ど
で
、
王
が
打
席
に

立
っ
た
場
面
や
、
ス
イ
ン
グ
に
入
っ
た
瞬

間
に
、
テ
レ
ビ
放
映
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
布
団
に
入
っ

て
か
ら
、
そ
の
際
の
逆
転
シ
ー
ン
を
思
い

浮
か
べ
、
悶
々
と
し
な
が
ら
も
深
い
眠
り

に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、中
学
で
少
し
、高
校
で
少
し
軟

式
野
球
を
や
り
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
野

球
を
や
り
始
め
た
の
は
、
職
場
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
入
部
式
の
際
は
、
新

入
部
員
の
柔
軟
性
を
試
す
と
い
う
口
実

で
、
両
手
を
前
で
縛
り
そ
の
間
に
両
足
を

交
互
に
入
れ
て
後
ろ
手
に
し
、
再
度
そ
れ

を
戻
す
と
い
う
儀
式
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
の
は
簡
単
と
思
い
つ
つ
、
全
員
一
斉

に
そ
の
こ
と
を
始
め
る
と
、
全
員
が
後
ろ

手
に
な
っ
た
瞬
間
を
見
計
ら
っ
た
よ
う
に
、

先
輩
た
ち
が
身
動
き
の
不
自
由
な
新
入
部

員
を
転
ば
し
て
、
寄
っ
て
集
っ
て
く
す
ぐ

り
始
め
る
と
い
っ
た
単
純
な
儀
式
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
「
忌
々
し
い
」

思
い
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
か
く
言
う
私
も
そ
の
後
何
度
か
そ
れ

を
す
る
側
に
な
っ
て
、
若
い
部
員
を
憮
然

と
さ
せ
て
き
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

こ
の
職
場
野
球
を
通
じ
て
様
々
な
場
面

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
同
時
に
、

当
時
職
場
の
上
司
で
も
あ
り
、
野
球
部
の

監
督
で
審
判
員
の
資
格
も
あ
っ
た
「
我
が

師
」
を
、
上
下
左
右
、
遠
近
の
多
方
面
か

ら
の
視
点
に
よ
り
、
徐
々
に
慕
う
よ
う
に

な
り
、「
自
分
も
あ
の
人
の
よ
う
に
な
り

た
い
！
」
と
、審
判
員
の
資
格
を
取
得
し
、

各
種
大
会
に
も
派
遣
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
県

の
審
判
部
内
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際

に
、
私
共
の
支
部
か
ら
４
名
の
除
名
者
が

出
て
、
そ
の
中
に
は
「
我
が
師
」
も
私
も

入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
私
だ
け
は
ま
だ

少
し
若
い
と
い
う
こ
と
で
復
帰
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
後
、
甲
子
園
予
選
や
社
会
人
野

球
の
審
判
員
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、

現
職
に
就
く
少
し
前
に
現
役
生
活
に
ピ
リ

オ
ド
を
打
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
。

現
役
時
代
の
思
い
出
は
数
々
あ
り
ま
す

が
、
失
敗
し
た
思
い
出
だ
け
を
忘
れ
ら
れ

な
い
物
語
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
自
分
１
人
が
そ
こ
で
判
定

し
て
い
る
訳
で
な
く
、
野
球
の
審
判
員
は

も
う
３
人
の
ク
ル
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
で
、
そ
し
て
同
じ
ク
ル
ー
の
カ
バ
ー
リ

ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
つ
の
試
合

が
完
結
し
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ

に
自
治
体
の
仕
事
も
全
く
同
じ
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
視
点
を

持
ち
寄
っ
て
議
論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
結

果
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
ま
す
。
近
年
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
１
つ
で
も
あ
る
、飲
酒
等
の
席
に

参
加
す
る
人
が
少
な
い
と
の
こ
と
が
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
飲
酒
に
限
ら
ず
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
ま
で
言
い
難
い
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。古

き
良
き
時
代
、地
域
の
伝
承
、「
我
が
師
」の

道
を
辿
り
、今
日
も
職
場
に
向
か
い
ま
す
。

随  想

　

▲H29ねんりんピック始球式

佐
さ さ き

々木　文
ふみ

明
あき

秋田県藤
ふじ

里
さと

町長　

「我が師の道」
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